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1　 ご挨拶

全国盲ろう者団体連絡協議会会長代行の大杉勝則です。ニックネームは、おばけのＱ太郎の「Ｑ」です。
この度、機関紙発行にこぎつけ、大変うれしく、皆様とともに喜び合いたいと思います。

平成９年３月、「当事者、つまり盲ろう者自身で国に声を届けようではないか」と数名の同志が語り合い、同じ思いを持つ仲間を少しずつ集めていきました。連絡協議会設立へ向け、一歩進んでは二歩下がり、苦労しながら準備をすすめて参りました。
全国の皆様からの暖かいご声援・ご協力のおかげで、ついに昨年の８月に設立することができました。

早速、９月に副会長の大杉が吉田会長の代理で、全国盲ろう者協会・連絡協議会顧問と共に、厚生労働省へ設立報告の挨拶に行って参りました。

「さぁ、本格的に活動を始めよう！」と思った矢先、初代会長に就任した吉田正行氏が病気でお亡くなりになり、思いもよらない悲しい毎日となりました。吉田会長からの指名で、大杉が責務を引き継ぐことになりました。長年、一緒に苦労してきた故吉田会長。会長の分まで、連絡協議会の皆様とともに力をあわせて、盲ろう者福祉増進に取り組んでいきたいと思います。

どうぞご協力よろしくお願い申し上げます。
--------------------------------

全国盲ろう者団体連絡協議会副会長の門川紳一郎です。

みなさん、どうぞよろしくお願いします。

さて、一言簡単に自己紹介したいと思います。

ぼくは、大阪生まれの大阪育ちで、現在弱冠42歳の「青年」です。

思えば、1989年に「関西盲ろう者の会設立準備会」を立ち上げた後しばらくアメリカへ行っていましたが、1994年に帰国してすぐ、「大阪盲ろう者友の会」の代表になって以来、現在まで「盲ろう者運動」一筋にエネルギーを注いできました。

この間、1999年に現在の「すまいる」を立ち上げ、「すまいる」での活動は９年目になります。

全国盲ろう者団体連絡協議会は昨年8月に発足しましたが、いまだに会の活動は遅々として進みません。その理由は、ひとつには、初代会長に選ばれた吉田さんが、発足後まもなく病気のためお亡くなりになったという悲しい出来事が会を停滞させてしまったことでしょうか。しかし、盲ろう者役員同士のコミュニケーションがスムーズにできていないことも、会が軌道に乗っていかない一因だと思います。これは、日本だけでなく、盲ろう者の世界では万国共通のことです。

思うように活動がすすみませんが、のんびりしてもいられませんね。自立支援法の全面施行により、盲ろう者だけでなく、日本中の障害者が困っています。

吉田さん亡き後の会の活動は大変厳しいものがあると思います。

役員のみなさん、加盟団体のみなさん、そして、これから一緒に活動をしていこうと考えているみなさん、共に手を携えて会を一歩でも前進させましょう。
--------------------------------

連絡会の事務局長をさせていただいている愛媛の高橋信行です。

人は、私のことを「たーざん」と呼びます。

盲ろうジャングルで雄叫びをあげながらツルにぶら下がっている、そんなイメージかもしれません。

たーざんの願いは、日本の盲ろう者が一致団結して、アジアを、世界をリードしていくことです。

みなさん、一緒にがんばりましょう。

よろしくお願いします。

--------------------------------

会計担当の上野正彦です。
ニックネームはぺんぎんです。

所属団体は愛知盲ろう者友の会、役職は会長
なりは小さいけれど、志は大きいです。

南極から氷に乗って来たけど、帰りの氷はすぐ溶ける。日本に住みつき、ロングラン半世紀。

宇宙人や地球人とともに盲ろう者のしあわせを探します。

--------------------------------

畦池千代子です。

役職　連絡協議会　委員

所属団体は　熊本盲ろう者夢の会　会長

ハンドルネーム　あねご

「極道の妻」のあねごではないですけど、名前の「あぜち」の頭文字の「あ」を取ってなのか？あぜちの名が発音しにくいせいか？。あたし自身も自分の名を発音しにくいです。

それでなのか、ある盲ろう者が「あねご」と呼んだのをきっかけにハンドルネームをあねごにしました。

パソコンに入力の際によく「あねご」を「あなご」と入力ミスしてしまいます。

別にあなごが、好きなわけではないのです。

あなごよりもまぐろの方が好きですね。

よろしくね。

--------------------------------

連絡協議会委員の牧田紀子です。

静岡盲ろう者友の会に所属しています。

ハンドルネームは「雪だるま」です。色白で丸い体系をしているからです。でも、今は少しスマートになりました。雪のように柔らかく、優しい心だけは失いたくありません。

コミュニケーション手段は話す時は音声、聞く時は音声と指点字です。この「指点字」との出会いによって「指で聞く」素晴らしさを知り、私の世界が広がりました。より多くの盲ろう者が自由に生きられる社会が実現できたらという夢と願いを持ち続けながら、みなさんと一緒にがんばっていきたいと思います。

どうぞよろしくお願します。

--------------------------------

顧問：福島智

みなさんこんにちは。連絡協議会で顧問をさせていただいています福島です。メールでのあだ名（ハンドルネーム）はＥＴです。これは「宇宙人」（地球外知性体）の略で、わたしが盲ろう者になったころ流行ったアメリカのＳＦ映画に出て来る「指先で触れてコミュニケーションする宇宙人」のことでもあります。

私のコミュニケーション法は、話すのは音声、聞くのは指点字です。

さて、みなさんご承知のとおり、盲ろう者は個人レベルでもいろいろ苦労がありますし、各地の友の会などの団体レベルでも課題が山積みですね。連絡協議会は、各地の盲ろう者団体が力を会わせてさまざまな課題解決に取り組んでいこうとスタートしました。

全国盲ろう者協会はじめ、他の団体とも協力・連携しながら徐々に活動をすすめていければ善いですね。よろしくお願いいたします。

＊福島智：全国盲ろう者協会理事、東大・先端研准教授、世界盲ろう者連盟アジア地域委員。４４歳。全盲ろう。

2　 連絡協議会の業務

連絡協議会を運営するためにさまざまな業務を行います。皆で役割分担して進めています。
■編集部

・機関誌の発行

■事業部

・各友の会への情報提供、相談への対応

・他の盲ろう者団体との連絡役

■国際協力推進部

・世界会議の準備に主に関わる

■コーディネーター

・協会との連絡

■福祉対策部

・作業所、派遣事業関係

■広報部

・広報担当

・WEB対応

■IT対策部

・個人・友の会からのパソコン使いたい盲ろう者がなかなか使えないときの相談担当

3　 【連載】各地の盲ろう者団体の活動
このコーナーでは地域における盲ろう者活動の様子などについて紹介します。

今回は神奈川と熊本の活動を紹介します。

3-1　 「地域作業所　わくわくわーく」神奈川盲ろう者ゆりの会

４月１日に、やっと念願の「地域作業所わくわくわーく」の開所式が行われました。

埼玉や千葉からも、盲ろう者がお祝いに来られ、とてもうれしかったです。また、遠方の盲ろう者からは、お祝いのメールなどをいただきました。皆さま、本当にありがとうございました。

準備活動に、３年かかりました。初めの２年余りは、資金作りが中心で、３年目から、具体的な作業所の話し合いをしました。設立準備委員を２つのグループに分け、１つは、スカウトグループ。通所者、ボランティア、職員などの人材集めが主な仕事です。もう１つは、作業グループ。通所希望者も参加してもらい、どんな作業所にしたいかなどを話し合いました。給食サービスをしてほしいとか、車での送迎希望などがでました。やってみたい作業の希望もたくさんありました。みんなで話し合った結果、「農作業（のうさぎょう）」「点字用紙再利用の植木鉢（エコポット）」「点字名刺」「裂き布草履」「ビーズ細工」をやることになりました。それに、クラブ活動として「調理クラブ」「パソコンクラブ」「スポーツクラブ」がでました。

準備中、一番大変だったのは、通所者集めです。福祉課などに紹介をお願いしても「場所が決まってないと、紹介しにくい！」と言われます。しかし、１年や、半年も前から物件を押さえ、部屋代を払う力はないので、大変です。横浜市の助成金を受けるための、横浜市内在住の障害者最低人数は１０名。その１０名を確保できたのは、申し込み締め切り数日前でした。ギリギリセーフ！フー！

県域や、川崎市からの参加者を合わせて、通所者は１３名です。

場所は、横浜駅からＪＲでも京急でも東横でも１駅の所。ゆりの会事務所や、ゆりの会活動の拠点「はーと友神奈川」も近いので、慣れた便利な場所です。

開所以来、毎日給食サービスがあります。

盲ろう児のお母さんなどが、ボランティアで愛を込めて作ってくださいます。
ダシ取りから手作りの、体に良いヘルシーメニューです。

この２ヶ月弱、毎日違うメニューですよ～！

みんなで「一つ釜の飯」をいただけて、とても幸せで～す。

４月下旬の「初めての畑」のときは、生まれて初めて、たけのこ掘りを経験しました。６月下旬には、じゃがいも掘りの予定です。

調理クラブでは、盲ろう者のＮさんがオレンジシフォンケーキの作り方を教えてくれました。

現在のメイン作業はエコポットです。いろいろな行程があるので、不器用な人でも何かしらできる作業があります。仲間同士助け合って、手伝いっこし合えるのが楽しいです。

あるメンバーが言いました。「わくわくわーくは、私の生きがいです」と。

皆さま、今後ともどうぞよろしくお願いします。
3-2　 熊本盲ろう者夢の会

熊本盲ろう者夢の会は、今年で設立14年目を迎えました。

設立当初、熊本県聴覚障害者情報提供センターが「盲ろう者の世界」というビデオを作製し、当時そのビデオが話題を呼びＮＨＫで取り上げられた事もありました。

今でもこのビデオを、盲ろう者向け通訳ガイドヘルパー養成講座で使用しておりますが、

10年以上も前に作製したもので、登場者も若く？・・今は亡き、松尾武さんや、元全国盲ろう者協会理事長の小島純郎氏の元気なお姿が映っていて、設立当時を懐かしく想いだしながら見ています。

夢の会設立10周年では、福島智氏を講師にお迎えし、式典と記念講演会を開催しました。

はじめは100人も集まればよい方と、思っていたところ、なんと420人以上も集まり、立ち見も出るほどの盛況で、開催した私たちも目の玉が飛び出るほど驚きました。しかしこれは、夢の会の力というより、福島さんのお陰によるところが大きかったのでは、と思っています。
現在、会員数は６４名です。毎月交流会と学習会を開催して、会員同士の交流を図ったり通訳介助の技術を磨いています。交流会では、盲ろう者の方から温泉に入って美味しい物を食べたいという希望があり、近場の温泉を探しては、あちこち出かけています。
そして、今年の8月には、第17回全国盲ろう者大会が、熊本で開催される事になり、10周年の経験を生かして、会員が力を合わせ、日夜準備に頑張っています。
夢の会の昨年度1月の行事では、全国大会の成功を祈願しての初詣と新年会を行いました。新年会の席で、参加者に「全国大会の成功を祈願しましたか？」と聞いてみると、大会の成功を祈願したのは、どうやら畦池会長のみ？他の参加者は皆、「自分の幸せだけを祈願した」との事、会長は思わずズッコケて、やけ酒をあおった？とか・・・。

作業所設立にも力を入れていますが、障害者自立支援法などの影響で、法人化の必要性が出てきたこともあり、未だに作業所の設立には至っておりません。全国大会を機に、作業所設立へ一歩でも前進出来ますことを願っております。

4　 連絡協議会加盟団体

沖縄盲ろう者友の会

熊本盲ろう者夢の会
特定非営利活動法人愛媛盲ろう者友の会

香川盲ろう者友の会
徳島盲ろう者友の会

山口盲ろう者友の会

広島盲ろう者友の会

岡山盲ろう者友の会

特定非営利活動法人和歌山盲ろう者友の会

奈良県視聴覚障害者の会

兵庫盲ろう者友の会

大阪盲ろう者友の会

特定非営利活動法人視聴覚２重障害者福祉センター「すまいる」　

京都盲ろう者ほほえみの会

三重盲ろう者きらりの会

愛知盲ろう者友の会

岐阜盲ろう者友の会

静岡盲ろう者友の会

新潟盲ろう者友の会

神奈川盲ろう者ゆりの会

特定非営利活動法人東京盲ろう者友の会

千葉盲ろう者友の会

埼玉盲ろう者友の会

栃木盲ろう者友の会

群馬盲ろう者つるの会

岩手盲ろう者友の会

5　 お知らせとお願い

5-1　 会費の納入について

今年度の会費１万円を納入してくださるようお願い申し上げます。

下記口座に振り込んでください。

会計の都合上、できましたら2008年1月31日まで納入いただけると助かります。
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　名義　全国盲ろう者団体連絡協議会
5-2　 機関誌のタイトルの募集

機関誌の名前を募集します。　連絡協議会に相応しい名前がありましたらぜひ事務局までご連絡下さい。　お待ちしています。
5-3　 全国盲ろう者大会第１分科会「盲ろう者の生の声を聞こう。」参加の呼びかけ

全国盲ろう者大会が近づいてきました。

大会２日目（８月１８日）第１分科会「盲ろう者の生の声を聞こう。」は連絡協議会が担当します。
多くの方々の参加をお願いいたします。

盲ろう者の「生の声」を出し合い、まとめて国や社会に要望しましょう。
6　 編集後記

「全国大会開催前に機関誌を発行したい」と考え、、実現を目指して準備を進めてきました。そしてこのたび発行が実現してとても嬉しく思っております。

今後はさらによりよい機関誌を発行できますよう連絡会一同努力していきたいと思っております。
なお、この機関誌は年２回の予定で発行します。

どうぞ宜しくお願いたします。

